
   

縁あって居を構えた米原 
 
そこには日本の原風景と 
交通の要所の２つの 
大きな魅力がありました。 
 
大きな魅力を更に大きく、 
残りの人生を、 
すべては「ふるさと米原」の 
未来のために 

✔ 「本物を体験する機会」を、地域共生を通じて増やします 

✔ 「こどもファースト」で、ひとりひとりの個性を更に伸ばします 

✔ インクルーシブ教育が当たり前になる学校にします 

✔ オムツ・ミルク等子育て必需品購入の補助をします 

✔ フードロス仕組み化等を通じて給食費を無償化します 

✔ 児童手当特例給付廃止相当額を独自支給します 

✔ オムツ等介護必需品購入の補助をします 

✔ 検診結果の個別分析を通じて健康寿命の底上げをします 

✔ 全ての年代が熱中できるスポーツ・文化機会を提供します 

✔ 無医地域の解消と事前対応で地域医療を守ります 

✔ 農業・林業の AI 化推進で、新規就労者を取込みます 

✔ 米原駅東口構想を、教育・健康・福祉視点で見直します 

✔ 曳山祭りなど伝統文化継承と、敬う心の情報を発信します 

✔ ポイント還元等による、地産地消加速と情報を発信します 

５ 行政・議会改革 

ふるさと米原の未来のために 

入会討議資料 

かわしましんいち 
川   嶋   眞   一 

Shinichi Kawashima 

✔ 政策について、常に活発に議論・提案し続けます 

✔ 定期的に住民対話を行い、行政・政策立案に繋げます 

✔ 優先順位を定量化し、タイムリーな政策実現に拘ります 

ビジョン実現のための「3 つの考え方」と「５つの政策」 

「かわしましんいち」のプロフィール 

1963 年（昭和 38 年）3 月 1 日 

京都市生まれ （58 歳） 米原市米原在住 

京都府立乙訓高校、  立命館大学理工学部 

数学物理学科物理学課程卒 

日本 IBM 野洲工場入社、途中数社を経て 

現在オムロン株式会社 野洲事業所 

グローバル戦略本部 品質保証部 部⾧ 

元米原ステーションタウン自治会⾧ 

家族:妻、４歳の双子の男の子・２歳の女の子 

定年退職後は、「主夫」をメインにすべく 

現在子育て・家事を修行中 

かわしまが目指す、「ふるさと米原」のビジョン 
ここに生まれ育ち、誇りが持て、心休まる街。住んで良かった、ずっと住み続けたい街。 

いつか戻って来たい街。何度も訪れたい、移り住みたい街。この街いいよ、って PR できる街。 
そしてそこに住むみなさんが、生きがいを感じ、米原に対する「愛」に、満ちあふれている街。 

１ 子育て ２ 教育 
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３ 健康・福祉 ４ 地域振興 



政策の詳しい内容は、ブログをご覧ください 
    勝手に米原を PR する会・川嶋眞一後援会 

http://maibara-kawashima.blog 

 

左は「ふるさと米原のビジョン」と各政策の模式図です。 
「子育て」「教育」「健康・福祉」「地域振興」は、各々お互
いを補完しあい、2 倍 3 倍の成果を上げる構図です。 
    争点にしていませんが、人口減少は避けられません。 
      益々厳しくなる予算を有効に活用するためには 

単独から複合への政策連携を提案します。 
  更に図中心部の薄黄色楕円は、争点外の 
 人口減少抑制の意味合いも持たせています。 
             現在お住まいの皆さんの政策 
       のみならず米原に魅力を感じ 
         戻りたい、住んでみたい、と 
        思う方が一人でも増えて欲 

しい、という願いからです。 
      すべては「ふるさと米原の未来のために」 

携帯:090-3995-6864 メール:katteni_maibara@yahoo.co.jp 

「ふるさと米原」のビジョン 
ここに生まれ育ち、誇りが持て、心休まる街。住んで良かった、ずっと住み続けたい街。 

いつか戻って来たい街。何度も訪れたい、移り住みたい街。この街いいよ、って PR できる街。 
そしてそこに住むみなさんが、生きがいを感じ、米原に対する「愛」に、満ちあふれている街。 

twitter.com/kattenimaibara       instagram.com/katteni_maibara/ 

後援会規約（抜粋） 
◎本会は「勝手に米原を PR する会・川嶋眞一後援会」と称し、 

その事務所を滋賀県米原市米原 1255 川嶋眞一方に置く。 
◎本会は川嶋眞一と共に米原市を PR し将来を考え、 

同時に会員相互の親睦を図ることを目的とする。 
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私がご提案する各政策は、お互いに関連し連携しています。 
全ての政策のベースにあるのが、「バックキャスト型思考」です。
ポイントは「何を実現したいのか」から、徹底的に考える事です。
できそうな事を積み上げる今までの発想から転換します。「一番
になる」と決めて実行しないと、一番になれないですよね。 
次に実現するために物事を客観的に分析し評価します。そこから
更に新たな案を立案し、何度も循環させ目標を達成します。 
この発想の転換を、継続的に行政に働きかけます。 
すべては「ふるさと米原の未来のために」 

後援会では、一緒に活動して頂けるボランティアサポーターを募集中です!ご協力いただけ
る方は、Web・SNS・携帯・メールなどでご連絡ください。何でも大歓迎です。 
□ビラ配り手伝えます □車運転できます □立て看板設置できます □ポスター貼れます 
□時間があえば協力できます  など 

ワクチン接種も進み、少しずつ先が見えつつありますが、まだまだ新型コロナ

感染拡大防止の観点で、Web 中心に情報発信をします。ぜひご覧いただ

き、お声をお聞かせください。相変わらず保育園の送迎や買い物で米原駅周

辺をこども達を連れてうろうろ歩いております。登校見守り活動も始めました。 

お会いできた際は、ぜひいろいろお話をさせてください。 

いつか戻って 

住みたい 

何度も訪れたい 

移り住みたい 

かわしましんいちは、みなさんとの直接対話を一番大切にします。 
日頃みなさんが感じていることを、ぜひお聞かせください! 

「3 つの考え方」と「５つの政策」の関係性 

住んで良かった 

ずっと住みたい 

地域医療 


